
 

◆ 授業改善のポイント 
 
 
 
 
 

◆ 今回の調査結果から明らかになった成果と課題  
 

 

 

 

◆ 成果が見られた問題の概要 「大問５（３）「書くこと」（思考・判断・表現）」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【指導継続のポイント】 

 

 

平均正答率 
（％） 

本県 市町村 自校 

63.4     

○ 生徒が主体的に言語活動に取り組む際に，次の点に留意することが重要です。 
・文章を読む際に，段落相互の関係や場面・描写を個別に捉えるだけでなく，複数の情報を目的

に応じて整理し，相互に関連付けながら内容を解釈する学習過程を重視し，表層的な理解にと
どまらないようにします。 

・話し合う場面において，互いの立場や考えを尊重しながら，結論を導くために考えを整理・統
合していく過程を重視する。その際，話合いの流れや接続する語句に着目し，考えのつながり
を捉えさせたり，主張との関係を根拠にしながら自分の考えを形成させたりします。 

成 果： 伝えたいことが分かりやすく伝わるように，段落相互の関係などを明確にし，文章の構
成や展開を工夫する力が身に付きつつあります。 

課 題：① 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場人物の言動の意味
などについて考えたりして，内容を解釈することに課題が見られます。 

② 互いの立場や考えを尊重しながら，結論を導くために考えをまとめることに課題が見
られます。 

 

【設問の概要】  
○  伝えたいことが分かりやすく伝わるように，段落相互の関係などを明確にし，文章の構成や展開を工夫

することができるかどうかをみます。 

○ 段落相互の関係を「可視化」する学習活動の充実 
段落ごとに「この段落は何を伝えているか」「どの段落を支えているか」を整理する構成メモや

関係図を取り入れます。「結論―理由―具体例」など，文章の骨組みを図で表す活動を通して，段
落相互の関係を構造的に捉えることができるようにします。 

【解答類型と反応率】 
正答 解答類型 反応率（％） 自校 

 １ と解答しているもの  8.5  

◎ ２ と解答しているもの 63.4  

 ３ と解答しているもの 16.2  

 ４ と解答しているもの 10.7  

 無解答  1.３  

 

【選択肢】 
１ 最初に結論を明確にしたほうがよいと

考え，Ｅを冒頭にもってきた。 
 
２ 最初にテーマを明確にしたほうがよい

と考え，ＡとＢを入れ替えた。 
 
３ 根拠を先に説明したほうがよいと考

え，ＣとＤを入れ替えた。 
 
４ 問題と結論の結びつきを強めた方がよ

いと考え，ＢをＥの直前にもってきた。 

Ｂ ＡＣＤＥ
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◆ 課題が見られた問題の概要  「大問３（３）「読むこと」（思考・判断・表現）  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題点】 

 

 

 

 

 

【改善点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均 
正答率 
（％） 

 本県 市町村 自校 
Ａ 41.5   

Ｂ 39.3   
Ｃ 59.7   

正答 「Ｂ」 解答類型 反応率（％） 自校 

◎ 「よろこび」 と解答しているもの 39.3  

 上記以外の解答 46.3  

 無解答 14.4  

正答 「Ｃ」 解答類型 反応率（％） 自校 

◎ 「昇格」 と解答しているもの 59.7  

 上記以外の解答 29.1  

 無解答 11.2  

○ 文学的な文章を読み味わう際に，段落ごとの内容は把握しているものの，どの描写とどの描写
を結び付けて読むのかそれによって場面や描写にどのような意味が生まれるのかといった点まで
踏み込めず，解釈が表層的・一面的にとどまっている状況がうかがえます。 

 

○ 「精査・解釈」の過程において，登場人物の言葉や行動が，話の展開にどのように関わってい
るのかという視点で考える経験が十分でなかった可能性も考えられます。 

【設問の概要】  
○  場面と場面，場面と描写などを結び付けながら，登場人物の言動の意味などについて考えるなどして，内

容を解釈することができるかどうかをみます。 

○ 複数の場面や描写を結び付ける読みの指導 

個々の場面理解にとどまらず，「前後の場面と比べて何が変わったか」，「この描写は，その後の
展開にどうつながるか」といった場面相互を関連付ける発問を意図的に設定します。場面・描写・
人物の心情の関係を図や表で整理する活動を取り入れ，構造的に捉えることが重要です。 
 

○ 描写を根拠にした解釈の充実 

登場人物の言動について，「そのように考えた根拠となる描写はどこか」を明確にさせる活動を
重ねます。解釈が一つに定まらないことを前提に，どの描写を結び付けたかによって解釈が多様
になることを意識し，再度自分の考えを形成するなどの時間を確保することが重要です。 

【解答類型と反応率】  
正答 「Ａ」 解答類型 反応率（％） 自校 

◎ 「驚き」 と解答しているもの 41.5  

 上記以外の解答 44.3  

 無解答 14.3  
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◆ 全国学力・学習状況調査問題（中学校第３学年）との関連  

 

 

 

【鹿児島学力・学習状況調査 中２問題 大問１（４）】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全国学力・学習状況調査 中３問題 大問１－４】 

 

 

 

 

 

 

※ 問題を添 

※ 関連のある部分を赤囲みする。 

 

 

 

 

 

【指導のポイント】 

 

 

平均正答率 
（％） 

本県 市町村 自校 
19.5     

平均正答率 
（％） 

本県 自校 
31.3   

 

 
 

【指導事項の関連】  
○  「考えの形成」の過程において,根拠を明確にしながら,自分の考えが伝わるように，文章を工夫すること

ができるかどうかをみます。 
 
 
 
 

 
 
 

○ 振り返りを通した思考の深化 

「自分の考えはどの根拠によって支えられているか」を振り返ったり，友達の文章と比べ
ることで，考えの形成の仕方の違いに気付き，自分の考えがより伝わるように表現へと改善
する活動を位置付けたりすることが重要です。時には，学校生活や他教科において，「話すこ
と・聞くこと」や「書くこと」の指導事項を意識して学習活動を展開することも必要です。 

 

【解答類型と反応率】  
正答 解答類型 反応率（％） 自校 
◎ 条件①，②，③を満たしているもの 19.5  

 
条件①，②は満たしているが，条件③は満たし

ていないもの 
 0.5 

 

 
条件①は満たしているが，条件②は満たしてい

ないもの 
59.7 

 

 上記以外の解答  5.4  
 無解答 14.8  

 

【解答類型と反応率】  
正答 解答類型 反応率（％） 自校 
◎ 条件①，②，③，④を満たしているもの 31.3  

 
条件①，②，③を満たしているが，条件④は
満たしていないもの 

 8.5 
 

 
条件①，②，④は満たしているが，条件③は
満たしていないもの 

 0.3 
 

 上記以外の解答 58.4  
 無解答  1.6  

 

【正答の条件】 
① 【工夫】のいずれか一方と，【感想の一部】のいずれか一

つを選んで，選んだ記号を塗りつぶしている。 
② 選んだ【工夫】に結び付く【感想の一部】を選んでいる。 
③ 選んだ【工夫】の内容と【感想の一部】の内容を適切に

取り上げて書いている。。 
④ 接続する語句や指示する語句を用いて，選んだ【工夫】

と【感想の一部】の内容を適切に取り上げて書いている。 

【正答の条件】 
① 〔１〕と〔２〕のどちらを提案するかを選んでいる。 
② 選択した内容を追加するとよいと考えた理由を，【話し

合いの様子の一部】内で挙げられていた改善点をふまえて
答えている。 

③  80 字以上，110 字以内で答えている。 
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